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建設工事から発生する廃棄物で、安定型産業廃棄物（廃プラス
チック類、金属くず、ゴムくず、がれき類、ガラスくず、コンクリート
くず、（工作物の新築、改築及び除去に伴って生じたものを除
く。）及び陶磁器くず）とそれ以外の廃棄物（木くず、紙くず等）が
混在しているものを建設混合廃棄物という。 これらの建設混合

廃棄物は、手選別、風力選別、振動ふるい等により選別され、そ
れぞれ選別されたものに応じてリサイクル、処分される。この選
別過程における残さが「ふるい下残さ」である。通常、概ね 10 ㎜
アンダーの土砂混じりのものであるため、見た目は土砂に近い
が、微小な安定型廃棄物以外のものが混入している可能性が
ある。

ふるい下残渣とは



ふるい下残渣の問題点

平成 23 年3 月30 日付（環廃産第 1103290号）建設工事から
生ずる廃棄物の適正処理 について（通知）「建設廃棄物処理指
針」２.３建設廃棄物の種類 解説（2）安定型産業廃棄物の取り扱
いにおいて「建設混合廃棄物から 安定型産業廃棄物を選別し
た際に生じた残渣（いわゆる「ふるい下残渣」）は安定型産業廃
棄物として取り扱うことはできない。」とされてます。そのため安
定型処分場に処分することができず、管理型処分場にて適正に
処理をしなければなりませんが、管理型処分場も埋立残容量が
ひっ迫しており、受入先が少ないことが問題となっています。

また、粒子が細かく遠目には砂のように見えるため不法投棄や
不適正処理が問題となっています。



弊社では

 ふるい下残渣を更に、比重差選別機を介すことにより軽量物・重量
物・精選後のふるい下残渣として細選別しそれぞれをリサイクル化し
ています。

 平成 23 年3 月30 日付の指針が発表されて以降、 「ふるい下残渣
のアンダー品」を太平洋セメント㈱に処理しています平成25年度の出
荷実績2,656㎥となっています、これは弊社の総受入量に対し約1％
が精選後のふるい下残渣の総量となっています。

 太平洋セメント㈱の埼玉工場・熊谷工場の2か所に出荷しているので、
セメント工場では必ず行われる定期修理の際にもどちらかの工場に
処分できる体制となっています。

ふるい下残渣の処理体制



弊社のふるい下残渣の処理方法

混合廃棄物の中には掃きゴミや細かな物が有ります。
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アンダー品の出荷

精選後のふるい下残渣保管ヤード 積み込みの状況 工場から出発

太平洋セメント㈱へ 荷降ろし状況 荷降ろし完了

軽量物・重量物についても同様に廃棄物発電、再生砕石先に出荷します。



太平洋セメント㈱では「精選後のふるい下残渣」を焼成しセメン
トとして、 完全リサイクルします。

セメント原料として利用するため、受入品質には制約があります。

特に石膏ボード成分が多いと不適切となるため、しっかりとした

選別が不可欠となります。

また、受入時の荷降しの際の粉じんの発生抑制が必要となっ
ており、弊社は処理工程で精選後のふるい下残渣にミストシャ
ワーで散水を行っています。

太平洋セメントでのリサイクル



ふるい下残渣のX蛍光線分析結果
「ふるい下残渣」をセメント原料としてリサイクルする際に、問題に

なるのが硫黄分（S）です。セメント原料として適正か事前検査を求
められ、 X蛍光線分析の結果、問題なしと判定されました。


